
導入予定日： 2015.2.16～

1店舗あたりの

予測設置台数：

推奨設置台数：

着席動機：2015年前半のラインナップでは最注目だけに◎

G value：通常遊技は少々辛め

遊技者リスク：1400Ｇ天井の割には期待値が薄い

日付 機種名 販売予測台数

2/1

2/16 80,000台

新奇性：特に無し

 　総合評価　　　　　　　　　初週 予測 OUT
　　　　　　　　　　　　　　　23300/SIS

　機種名： アラジンAⅡ （サミー）

１０台以上

状況的に片島は

設置リスク：1月期の販売目標総数の中では低リスクも、個体
販売目標は少々多め…ただ、状況が状況だけに…

離反要因：‘単チェ’からの壁の高さとＳＡＣ非突入時の出玉
感、高確演出抜けの「ガッカリ感」の蓄積次第か

ゲームフロー：獣王、北斗・転生にコッテリとチェリーを味付け
た様な風味だけに、ＳＡＭＭＹ系を打ち慣れたユーザーは組
みし易い印象

真モグモグ風林火山

「このＧ数の間に■◆が起こったら…?!」「このＧ数の間にレア役
を引いたら…!!」といった、いわゆる事故待ち系。しかしながら、
通常‘単チェ’からのＡＴ直行５０％から『事故』につながる場面
が多く見られれば、最近大人しくなってきているハードヒッター
達も黙ってはいられないところ？？それだけに、少台数で…と
いうのであれば中古購入と割りきるのが賢明。高コイン単価や
事故待ち系に疲労感が漂い始めたユーザー動向を感じる昨今
だけに、このあたりの割り切りは重要と思える。

2005年発売のアラジン２エヴォリューション以来とな
る、ピッポッパッポ直系アラジンの登場です。現行ユー
ザーに‘単チェ’、‘ＳＡＭＭＹ’で思い浮かぶもの
は？と問えば多くは北斗と答えるのでしょうが、やは
り、‘ＳＡＭＭＹ’、‘単チェ’と言えばアラジン。エ
キゾチックな２号機時代初代アラジンの「７」や「ラク
ダ」のデザインは今も懐かしいところです。

アラジンAⅡ

「どんなに素晴らしい製品でも、遊技者が着席動機、遊技動機を持たなければ動かない」という考えの下、「人間はあらゆるバイアスの元に思考・

行動を決定する」という仮説を立て‘バイアス’を表出させ数値化。経験則や外部要因に左右されない客観的な遊技機評価指標の作成を目的とし、

諏訪理科大学統計学講師の桜井先生、㈲ノブ・石川氏を中心にプロジェクト化しました。 ※遊技機解析「Analyze」は会員限定の遊技機情報です。
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